
 

 
 

予防接種を２回受けていない人は積極的に受けましょう 

 

 沖縄県で麻しんの罹患者が増大し、現在 100 名に迫る勢いの患者数が報告されています。それは、沖縄県

にとどまるものではなく、現在、関東地区や東京都内でも複数の患者発生の報告が出ています。 

 過去の推移を見ると、平成19・20 年に10～20 代を中心に大きな流行がみられましたが、平成 20 年よ

り5 年間、中学1 年相当、高校3 年相当の年代に2 回目の麻しんワクチン接種を受ける機会を設けたことな

どで、平成 21 年以降 10～20 代の患者数は激減しました。しかし、その後も海外からの感染例を発端とし

て、集団発生事例は起こっています。タイ、フィリピン、台湾、欧米でも患者が発生しています。連休中拡大

の恐れがあるので注意が必要です。 

 麻しんは感染力が強く、麻疹ウイルスが、空気感染、飛沫感染、接触感染と様々な感染経路で感染し、手洗

い、マスクのみで予防はできません。『麻しんの予防接種』が最も有効な予防法といえます。また、麻しんの

罹患者に接触した場合、72 時間以内に麻しんワクチンの接種をすることも効果的であると考えられていま

す。 

新宿区では、MR(麻しん風しん混合)ワクチン定期接種未接種者への任意接種の全

額助成を実施しています 
 

※対象：2 歳以上 18 歳以下の定期接種未接種の人（ただし定期接種対象者（年長児）を除く） 

 
★予防接種を受けるには、区発行の予診票が必要です。希望する場合は、保健予防課（03－5273－3859）

まで問い合わせてください。予診票を郵送してもらえます。 

★予診票は新宿区内と一部隣接区の指定医療機関でのみ使用できます。それ以外の医療機関では使用できま

せん。 

 

※MRワクチン定期接種対象者 

  第 1期……1 歳～2 歳未満 

  第 2期……幼稚園・保育園・子ども園等の年長児相当年齢 

 

 

ひとこと（保健室へのご質問・ご意見がありましたらお寄せください） 

 

 

 

  年  組             （保健だより掲載時の名前の公表について  可 ・ 不可） 

平成３０年５月１日 

四谷中学校 保健室 

 

麻しんの予防接種歴を母子健康手帳で確認してください。 
◎ワクチンを１回接種することで、95％以上の人が麻しんに対する免疫がつくと言われています。 

◎確実な免疫を得るためには、２回の接種が望ましいとされています。 

（99％以上の人が免疫をつくられると言われる） 

 

《特にご注意ください》 

●過去に麻しんと診断されたことも、ワクチン接種を受けたこともない方で、麻しん患者と接触し、１～２

週間（約１０日間）経ってから発熱、せき、のどの痛み、眼が赤くなるなどの症状が出てきたら、麻しんの

可能性があります。このような症状が見られた場合には、麻しんの可能性がある旨を、事前に医療機関へ

連絡してから受診するようにしてください。

保護者の皆様へ 

き  り  と  り 



 

 

 青葉が目にまぶしい季節になり

ました。新学期が始まり、はや一

カ月。そろそろ疲れが出ている人

もいるようですね。ゆっくりお風

呂に入ったり、睡眠を十分に取っ

て、心とからだをリラックスさせ

ましょう。 


